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①平成17年の市町村合併により事業
対象面積が拡大し調査事業が長期
化する。
②東北震災以来、予算要求額に対し
国の地籍調査事業予算が一部カット
されてきている。
③山間部における土地関係者の高
齢化、土地精通者の減少で境界の現
地調査の困難化による事業の長期
化が懸念される。
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八代市全体調査面積560.95k㎡のう
ち、平成26年度末現在の調査済面積
は295.49k㎡で進捗率52.68％であり、
事業終了予定年度は平成56年度を
予定している。本年度は、八代地区、
東陽地区、泉地区の3地区を調査地
区として実施する。

八代地区　　換算面積　　 1.26ｋ㎡
東陽地区　　換算面積　　 3.11ｋ㎡
 泉 地区　　 換算面積　　 9.74ｋ㎡
　　合　　計　　　　　　　　　14.11ｋ㎡

①担当職員ごとに事業開始時期に、年間事業
計画の工程表を作成し業務を実践する。

②業務委託受注業者及び関係機関等との連
絡調整を密にする。

③適時に業務打合せを行い、担当職員ごとの
進捗状況と問題点を抽出し、課内の情報共有
化を行い事業の適正実施を行う。

　○　6月中旬まで
　　　　　　　　　　調査測量業務を発注する。

　○　次年3月中旬まで
　　　　　　　　　　全ての検査を完了する。

　○　次年3月下旬まで
　　　　　　　　　　実績報告書をまとめる。

課重点事業 ①具体的目標（当該年度で、何を（どのよう
な現状を）どのような状態にするのか）

②課題、特記事項等

具体的目標を達成するための
具体的な方法、手段、スケジュール等

・上半期（４月～９月）における進捗状況（活動
　実績等）
・下半期（１０月～３月）に向けた課題等

中
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進
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・目標達成のために行った取組（活動実績等）
・その取組による効果(達成できなかった事由
  、理由等)

達
成
度

①具体的目標（次年度において、どのよう
　な現状をどのような状態にしたいのか）

②課題、特記事項等

今年度取り組む重点施策とその具体的目標等

変更内容

中間レビュー　（10月1日時点） 目標の達成状況（3月末時点見込） 次年度に向けて（引継ぎ事項）

関連重点施策番
号・支所重点事業

番号

橋本　勇二

平成２７年度　目標管理シート　（課別組織目標）

課かい名 課かい長名

組織目標
　地籍調査事業の推進
　　関係権利者(土地所有者等)の理解と協力を得ながら地籍調査を進めます
　　適正で迅速な事務執行を図ります

地籍調査課

【様式第3】目標管理シート（課別組織目標）【地籍調査課】


